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奈
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岡
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調
査
期
間
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一
三

一
次
調
査
　
一
九
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二
年

（平
７
）
二
月
―
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
清
水
昭
博

。
大
西
貴
夫

。
鶴
見
泰
寿

・
西
村
匡
広

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
後
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

飛
鳥
京
跡
の
発
掘
調
査
は

一
九
五
九
年
に
開
始
さ
れ
て
以
来
、
学
術
、
開
発

な
ど
を
契
機
と
し
て
継
続
的
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
重
複
す
る
複

数
の
宮
殿
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
と
り
わ
け
、

上
層
遺
構
と
称
さ
れ
る
遺
構
群

は
、
北
側
に
内
郭
と
、
そ
の
東

南
に
エ
ビ
ノ
コ
郭
が
あ
り
、
両

者
を
取
り
囲
む
外
郭
の
存
在
も

Ｄ

確
認
さ
れ
、
ま
た
内
郭
の
構
造

制
も
あ
る
程
度
ま
で
把
握
し
う
る

状
況
に
あ
る
。

飛
農
京
跡
第

一
三

一
次
発
掘
調
査
は
飛
鳥
村
岡
二
九
四
、
二
九
五
、
二
九
七

地
内
に
お
い
て
実
施
し
た
。
調
査
地
点
は
内
郭
部
分
と
飛
鳥
寺
と
の
ほ
ぼ
中
間

地
域
で
あ
り
、
地
形
的
に
は
宮
殿
遺
構
の
立
地
す
る
河
岸
段
丘

（岡
面
）
よ
り

も
低
位
に
あ
る
。
調
査
地
の
周
辺
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
数
次
の
調
査
が
行
な
わ

れ
て
き
た
が
、
計
画
的
か
つ
継
続
的
な
調
査
は
な
く
、
こ
の
地
域
の
様
相
は
判

然
と
し
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し

一
九
九
二
年
度
に
調
査
地
の
西
隣
で
実

施
さ
れ
た
第

一
二
九
次
調
査
で
は
大
型
の
掘
立
柱
建
物
、
総
柱
建
物
、
掘
立
柱

塀
、
石
組
み
溝
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
地
域
に
も
飛
鳥
時
代
後
半
の
遺
構
が

ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

（橿
原
考
古
学
研
究
所

「明
日

香
村
飛
鳥
京
跡
十
飛
鳥
京
跡
第
一
二
七
次
１
第
一
三
〇
次
―
」
『奈
良
県
遣
跡
調
査
概
報

一
九
九
二
年
度
』
一
九
九
三
年
）。

第

一
三

一
次
調
査
で
検
出
し
た
遺
構
は
第

一
二
九
次
調
査
で
す
で
に
確
認
し

て
い
た
遺
構
も
含
め
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
掘
立
柱
塀
二
条
、
石
組
み
溝
三
条
、

素
掘
溝

一
条
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
そ
の
重
複
関
係
な
ど
か
ら
大
き

く
四
期
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

（Ａ
ｌ
Ｄ
期
、
図
１
参
昭
Ｃ
。

Ａ
期
に
属
す
る
遺
構
は
Ｓ
Ｄ
九
四
〇
三
の
み
で
、
そ
の
他
の
遺
構
は
確
認
し

て
い
な
い
。
Ｓ
Ｄ
九
四
〇
三
は
調
査
地
の
北
部
を
東
西
に
の
び
、
調
査
地
北
東

隅
で
北
に
屈
曲
す
る
。
Ｂ
期
に
は
第

一
二
九
次
で
確
認
さ
れ
た
も
の
を
含
め
る

と
Ｓ
Ｂ
九
二
〇

一
。
九
二
〇
二

。
九
二
〇
三
、
Ｓ
Ａ
九
四
〇

一
、
Ｓ
Ｄ
九
二
〇

五

・
九
四
〇
二
、
Ｓ
Ｓ
九
四
〇
五
が
あ
る
。
三
棟
の
掘
立
柱
建
物
は
、
Ｓ
Ｄ
九

二
〇
五

・
九
四
〇
二
、
Ｓ
Ａ
九
四
〇

一
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
敷
地
に
計
画
的

奮争
爪す
跡
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に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
区
画
の
規
模
は
さ
ら
に
西
お
よ
び
南
に
も
広
が
る

と
推
測
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
建
物
は
区
画
の
北
東
に
置
か
れ
た
建
物
群
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
区
画
の
中
心
建
物
は
別
に
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。　
一
方
、
Ｓ
Ｄ
九
四
〇
二
の
東
側
で
は
建
物
や
塀
な
ど
ま
と
ま
っ
た

遺
構
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
同
じ
時
期
に
Ｓ
Ｄ
九
四
〇
二
の
東
側
は

一
定
の

ひ
ろ
が
り
を
も
つ
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｃ
期
は
Ｂ
期
の
遺
構
群
が

廃
絶
し
た
後
の
時
期
で
、
Ｓ
Ｘ
九
二
〇
七

。
九
二
〇
六

。
九
四
〇
四
と
い
っ
た

性
格
不
明
の
遺
構
が
あ
る
。
な
お
Ｓ
Ｘ
九
二
〇
六
か
ら
は
木
簡

一
点
が
出
土
し

て
い
る

（本
誌
三
ハ
号
）。
Ｄ
期
に
は
Ｓ
Ａ
九
二
〇
四
、
Ｓ
Ｄ
九
二
〇
人
が
あ
る
。

両
者
は
そ
の
方
位
か
ら
推
定
す
る
と
、
調
査
地
の
東
側
で
交
錯
す
る
と
予
想
で

き
、
同

一
時
期
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
前
後
関
係
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、

と
り
あ
え
ず

一
つ
の
時
期
と
し
た
。
両
者
と
も
現
状
で
少
な
く
と
も
東
西
五
〇

ｍ
以
上
の
規
模
を
も
ち
、
相
当
に
大
き
な
区
画
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

Ｂ
期
の
Ｓ
Ｄ
九
二
〇
五
を
含
め
て
、
こ
の
場
所

（東
西
ラ
イ
ン
）
に
数
時
期
に
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わ
た
り
、
お
そ
ら
く
大
規
模
な
空
間
を
画
す
る
で
あ
ろ
う
遺
構
が
重
複
し
て
存

在
す
る
意
味
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
う
ち
Ｂ
Ｉ
Ｄ
期
の
遺
構
群
は
飛
鳥
Ⅳ
Ｉ
Ｖ
期
に
属
す
る
土
器
を
伴
う

こ
と
か
ら
お
よ
そ
七
世
紀
第
Ⅳ
四
半
期
の
年
代
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
Ａ
期
の
年
代
も
Ｂ
期
と
そ
れ
ほ
ど
隔
た
る
も
の
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
遺
構
群
は
き
わ
め
て
短
い
間
に
形
成
さ
れ
た
遺
構
で
あ
る
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
は
天
武
―
持
統
朝
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
性
格

に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
南
に
位
置
す
る
飛

鳥
京
跡
上
層
遺
構
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
す
べ
て
Ｂ
期
の
Ｓ
Ｄ
九
二
〇
五
か
ら
出
上
し
た
。
Ｓ

Ｄ
九
二
〇
五
は
西
流
す
る
東
西
方
向
の
石
組
み
溝
で
あ
る
。
第

一
二
九
次
調
査

と
あ
わ
せ
、
約
三
二
ｍ
を
検
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
溝
は
上
幅
約

一
ｍ
底

幅
約
人
○
印
で
、
側
壁
が
ほ
ぼ
垂
直
に
立
つ
断
面
型
を
も
つ
。
深
さ
は
残
り
の

よ
い
部
分
で
約

一
・
五
ｍ
あ
る
。
石
は
側
壁
の
み
に
用
い
、
底
に
は
使
用
し
て

い
な
い
。
倒
石
は
人
頭
大
か
ら

一
ｍ
に
お
よ
ぶ
規
模
の
石
を
平
均
し
て
五
段
程

度
積
み
上
げ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
の
作
り
は
粗
雑
で
あ
る
。
ま
た
、
側
石

に
は
部
分
的
に
補
修
を
行
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
箇
所
も
あ
っ
た
。

溝
の
堆
積
層
は
大
別
し
て
三
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
層
は
三
〇
帥

程
度
の
厚
み
を
有
す
る
粘
質
土
で
、
溝
の
廃
絶
に
伴
う
埋
め
土
と
考
え
ら
れ
る
。

同
層
か
ら
は
土
器
の
ほ
か
、
曲
物
な
ど
の
木
製
品
も
出
土
し
た
。
下
層
は
溝
が

機
能
し
て
い
た
際
に
形
成
さ
れ
た
堆
積
層
で
あ
る
。
同
層
は
さ
ら
に
二
層
に
細

分
が
可
能
で
あ
る

（下
層
一
、
一
一
。
下
位
の
下
層
二
は
粗
砂
層
で
約
四
〇
伽
の

厚
み
で
堆
積
し
て
い
る
。
そ
の
上
部
に
は
大
き
な
礫
を
含
ん
だ
層
も
あ
り
、
か

な
り
の
水
量
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
位
の
下
層

一
で
は
細
砂
と
粘

土
層
が
交
互
に
レ
ン
ズ
状
に
堆
積
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
溝
の
機
能
し
た
最
終

段
階
に
は
、
水
の
流
れ
は
比
較
的
緩
や
か
な
状
態
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

下
層
、
特
に
下
層
二
か
ら
は
大
量
の
土
器

（墨
書
土
器
を
含
む
）
と
と
も
に
木

簡

・
琴
柱

・
斎
串

・
曲
物
な
ど
の
木
製
品
や
木
婿

・
植
物
遺
体
が
多
く
出
土
し

た
。
木
簡
は
各
地
区
と
も
ほ
ぼ
平
均
的
に
出
土
し
、
と
く
に
投
棄
地
点
を
特
定

で
き
る
よ
う
な
分
布
の
集
中
す
る
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔丁

い
　
。
「丁
丑
年
四
月
生
六
日

‥
。
□
等

　

□

。
「即
了
□
其
□
□
　
　
・‥

【
切
工
ヵ
〕

〔
十
ヵ
〕

図
　
。
「
＜
川
奈
五
□
戸
煮

一
籠
十
八
列
」

。
「
＜
二
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
」
　

　

　

　

牌ω癸
］反
］
ｏ駕

①

　

「
＜
元
耶
志
国
仲
評
中
里
布
奈
大
贄

一
斗
五
升

」
］卜
∞
×
（］
ｏ
）
×
ヽ
　
ｏ
∞的

力
〕

」
　
（謝烈圭日）

巳
　
」
（刻
圭ｅ

（牌∞
伽
十
μ『
『
）
×
］⇔
×
∞
　
ｏ
μい



Ⅷ
磯
磯
Ⅷ
Ⅷ
‰
Ⅷ
磯
Ⅷ
磯
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llll

「確
日
評
□
大
□
少
丁
」

「鹿
甑
諺
比
　
」

「
＜
佐
為
評

「
＜

一
斗

「
＜
　
　
奈
須
評

」

「
＜
□
日
川
回

一
半
」
〔麿
ヵ
〕

「
＜
野
五
十
戸
蒜
麟
媒
珂
人
井
二
斗
＜
」

「　
　
　
　
三
形
五
十
戸
生
マ
子
知

＜
三
形
評
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
＜

調
田
比
煮

一
斗
五
升
　
　
」

〔多
ヵ
〕

「
＜
□
具
方
五
十
戸
」

「
＜
凡
人
口
□
　
　
」

×
五
十
戸
　
　
　
」

×
知

佐
祁一
斗
五
升
」

「伊
具
比
□
□
□
□
＜
」

「日
日
日
日

日
日
日
□
＜
」

Φ
『
×

］
ｏ
×

伽
　

ｏ
Ｐ
四

岸
∞
］
×

］
μ
×

⇔
　

ｏ
∞
］

Ｐ
釦
］
×

］
∞
×

伽
　

ｏ
∞
〕

い
い
∞
×

］
卜
×

頓
　

ｏ
ω
Ｐ

Ｐ
伽
卜
×

］
時
×

∞
　

ｏ
∞
嗚

（
い
卜
）
×
］
∞
×
卜
　
ｏ
Ｐ
Φ

Ｇ

ｅ

×

毬

×

∞
　

ｏ
∞
Φ

Ｐ
Ｐ
］
×

］
Φ
×

卜
　

ｏ
∞
］

⑫

　

「
＜
癸
巳
年
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
Ｘ
じ
溢

ｏ愁

⑬
　
　
×
諸
人
秦
人
若
末
呂
三
斗
」
　
　
　
　
　
　
（轟
×
］反
卜
ｏ‘

⑭
　
。　
一戸
□

。　
一削
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（馴
）
×
誤
×
卜

ｏ解

〔
左
ヵ
〕

ω
　
　
□
部
主
寸
得
安
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ課

∽
　

　

一二
枝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ盟

出
土
木
簡
入
九
点
の
う
ち
、
釈
読
で
き
た
木
簡

一
六
点

（含
削
暦
二
点
）
を
掲

載
し
た
。
す
べ
て
同

一
遺
構
か
ら
出
土
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
土
層
位
が
異
な

る
た
め
埋
没
時
期
に
差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、　
一
括
資
料
と
し
て
は
扱
え
な
い
。

い
は
刀
子
の
先
な
ど
鋭
利
な
も
の
で
文
字
を
刻
む
刻
書
木
簡
で
あ
り
、
二
片

に
折
れ
て
い
る
が
中
間
部
を
欠
く
た
め
直
接
に
は
接
続
し
な
い
。
「丁
丑
年
」

は
天
武
六
年

全
ハ
七
七
）
に
比
定
さ
れ
、
今
度
出
上
の
木
簡
の
年
代
の

一
端
を

示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
②
は
上
部
に
切
り
欠
き
を
も
つ
貢
進
物
付
札
。
「川
奈

五
十
戸
」
は

『和
名
抄
』
の
駿
河
国
底
原
郡
河
名
郷
に
あ
た
る
。
五
十
戸
制
の

史
料
。
①
も
上
部
に
切
り
込
み
を
も
つ
貢
進
物
付
札
。
国
―
評
―
里
制
の
史
料

で
あ
り
、
『和
名
抄
』
の
武
蔵
国
那
珂
郡
那
珂
郷
に
あ
た
る
。
「元
耶
志
国
」
の

国
名
表
記
は

『古
事
記
』
や
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。
鮒
の

大
贄
の
付
札
で
あ
る
が
、
飛
鳥
京
跡
出
土
の
贄
木
簡
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
り
、



天
武

。
持
統
朝
の
宮
室
所
在
地
比
定
と
の
関
連
で
も
注
目
さ
れ
る
。
い
は
短
冊

形
の
や
や
小
さ
な
木
簡
。
表
は

「碓
日
評
」
と
記
し
、
そ
の
下
に
や
や
小
さ
く

右
寄
せ
で
書
く
。
評
制
の
史
料
。
「碓
日
」
の
表
記
法
は

『
日
本
書
紀
』
景
行

天
皇
四
〇
年
是
歳
条
に
も
み
ら
れ
る
。
「大
□
」
は
大
丁
と
も
大
マ

（大
伴
）

と
も
読
め
そ
う
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
と
も
決
め
が
た
い
。
「少
丁
」
は
大
宝
令

の
少
丁
と
同
様
に
年
齢
区
分
の

一
つ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
木
簡
は
大
宝
令
前
の

も
の
な
の
で
、
或
い
は
浄
御
原
令
に
規
定
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
裏
に

は
品
目
を
記
す
。
碓
日
評

（上
野
回
碓
氷
郡
）
か
ら
貢
進
さ
れ
た
鹿
の
キ
タ
イ

の
付
札
。
⑬
も
上
野
国
佐
為
評

（『和
名
抄
』
で
は
佐
位
な
ど
と
す
る
）
か
ら
の
付

札
で
上
部
に
は
小
さ
な
切
り
込
み
を
も
つ
。
０
は
上
部
に
切
り
込
み
を
も
つ
奈

須
評

（下
野
国
那
須
郡
）
の
付
札
。　
一
般
に
は

「那
須
」
と
書
か
れ
る
が
、
類

例
と
し
て
正
倉
院
所
蔵
の
箭
の
刻
銘
の

「
下
毛
野
奈
須
評
牟
二
」
が
あ
る
。
裏

は
二
次
的
加
工
が
多
く
読
み
に
く
い
の
に
対
し
て
、
表
に
は
削
り
な
ど
の
痕
跡

は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
表
に
は
当
初
よ
り

「奈
須
評
」
の
三
文
字
の
み
が
記

さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
②
ｌ
Ｏ
の
よ
う
に
今
回
出
土
の
本
簡
に
は
東
国
か
ら
の

木
簡
が
多
く
含
ま
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
０
は
野
五
十
戸

（若
狭
国
遠
敷
郡

野
里
）
の
付
札
で
、
上
下
に
切
り
込
み
を
も
つ
。
五
十
戸
の
み
を
記
載
す
る
史

料
。
裏
は
墨
書
な
し
。
①
も
同
じ
く
若
狭
国
か
ら
の
付
札
で
、
三
形
評
三
形
五

十
戸
の
も
の
。
Ｆ
一形
」
は
普
通
は
三
方
と
書
か
れ
、
こ
う
し
た
用
字
は
珍
し

い
。
評
十
五
十
戸
制
の
史
料
。
七
世
紀
の
木
簡
で
調
の
記
載
の
あ
る
も
の
は
藤

原
宮
出
土
の
も
の
に
若
千
の
例
が
あ
る
が
、
こ
の
木
簡
は
そ
れ
ら
よ
り
も
古
く

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
二
十
戸
名
を
記
載
す
る
貢
進
物
付
札
。
「多
具
方

五
十
戸
」
と
読
め
る
が

「方
」
は
或
い
は

「万
」
か
も
し
れ
ず
、
「多
具
万
」

と
す
れ
ば

『和
名
抄
』
の
伊
予
国
濃
満
郡
宅
万
郷
に
あ
た
る
。
裏
は
人
名
を
記

す
。
⑩
は
木
簡
の
下
端
部
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
祁

（酒
ま
た
は
鮭
）
の
付
札
。
五
十
戸
に
関
連
す
る
史
料
で
あ
る
。
⑪
は
下
部
に

切
り
込
み
を
も
ち
、
「伊
具
比
」
（イ
グ
ヒ
＝
ウ
グ
イ
）
と
記
す
が
全
体
に
墨
痕

が
薄
く
、
判
読
し
え
な
い
。
⑫
は
上
部
に
切
り
込
み
を
も
つ
付
札
で
下
端
は
折

損
。
「癸
巳
年
」
は
持
統
七
年

全
ハ九
一こ

で
藤
原
京
遷
都
の
前
年
に
あ
た
る
。

こ
の
木
簡
は
今
度
の
木
簡
の
中
で
は
最
上
層

（下
層
し

か
ら
出
土
し
た
も
の

で
あ
り
、
遺
構
の
下
限
に
近
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
①
は
人
名
を
記
し
、
付

札
木
簡
の
下
端
部
で
あ
る
ら
し
い
。
⑭
は
表
二
文
字
、
裏

一
文
字
を
記
す
が
断

片
で
あ
り
、
内
容
不
明
。
⑮
⑭
は
削
居
で
、
い
ず
れ
も
人
名
で
あ
る
。

今
回
出
上
の
木
簡
の
特
色
は
、
天
武

。
持
統
朝
に
時
期
が
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る

こ
と
、
五
十
戸
の
付
札
を
多
く
含
む
こ
と
、
早
い
段
階
で
の
調

・
贄
な
ど
の
税

目
記
載
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
出
土
層
位
に
よ
り
付
札
の
貢
進
地
名
の
書
式
に
相

違
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
が
、
詳
細
は
後
掲
関
係
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

「明
日
香
村
飛
鳥
京
跡
―
第

一
三

一
次
１

三
四
次
、
第

一
三

一
次
調
査
出
土
木
簡
概
報
―
」
３
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報

九
九
五
年
度
』

一
九
九
六
年
）
　
　

　

（
８‐
‐
７
ｏ
９
　
縮
臥
昭
韓

・
鶴
見
泰
寿
）




